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1　 は じめ に
　一昨年、本学の 一般教養で は 、「文 学 （II）」 と して新た に 「小説、映画そ して社会 」 を開講 し




STUDIES 　IN　LINGUISTICS 　AND 　LITERATURE 　NO ．13 （1990）』 に、昨年、「『第三 の 男 』
一 小説 と映画 一」 を夙 川学院短期大学研究紀要第15号 （1991）に発表した 、 本稿 は そ の 継続研
究第三 報で ある。 『地下 室』 は映画化に際 して 、『落ちた 偶像 』 と改題 され た の は周知 の こ とで
ある。 こ れ につ い て グ レ ア ム ・グ リー ン は 「Tlae　Falgen　ldol　is，　of 　course ，　a　meaningless 　title
for　the　original 　story 　printed　here ，　and 　for　the　film　it　always 　reminded 　me 　of 　the　problem
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
0f 　John　Collier．　 It　was 　chosen 　by　the　distributors．」 と述べ て お り、その 意を くみ と り表題
を 『地下 室』 とした。
　小説 と映画 と の 関係 に つ い て は 、第二 報で 述 べ た よ うに James　Monaco をは じめ と して、各
人各様の 高見が あるが 、こ の 小論の 主眼はその 優劣 を論 じようとする もの で はな く 、 二 っ の相
互的か つ 有機的 な結 び つ きを考察しよ うとする もの で ある 。
　本年三 月、グ レ ア ム ・グ リー ン 氏が ス イス で 逝去 と の 報が あ っ た。八十六 才 との こ とで ある。
氏 の ご冥福 を心 か ら祈 ります 。
2　 小説 『地下室』
　グ I！　一 ン は こ の 小説に つ い て 「The 　Faglen　Jdol　unlike 　The　Third　Man 　was 　not 　written 　for
　 　 　 　   　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　＿
the　films，」 とその 序文に 述 べ て い る。こ れ に対 し、　 The　Third 　Man 　was 　never 　to　be　read
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔3）
but　only 　to　be　seen ．　 That　is　only 　one 　of　many 　reasons 　why 　I　prefer　it．」 とい われ るよ うに
映像 とい うもの を格別の 意識 を持 っ て書 い た シ ＋ り オ 用小説で ある 。 グ リ
ー
ン は こ の 小説の 映
画化に際 し、 「Iwas 　surprised 　when 　Carol　Reed 　suggested 　that　I　should 　collaborate 　with
him　on 　 a　film　of　 The　 Basement　Room 　 because　 it　seemed 　to　me 　that　the　subject　 was
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unfilmable − amurder 　committed 　by　the　most 　sympathetic 　character 　and 　an 　unhappy
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈4）
ending 　which 　would 　certainly 　have 　imperilled　the £ 250，000　that　films　nowadays 　cost．」 と
そ の 心境 を吐露 して い る。 彼 は 『地下室』 には映画化 に見合 うだけの 映画的視覚的性質は な く、
観客 を惹 きっ け る物語で もな い と考 えて い た と い っ て よ い 。 だ が 傑作 とい われ る 『邪 魔者は殺
　 （5）
せ 』 を制作 した リー ドの 視 点 は違 うもの で あ っ た ようで ある。その 視点 とは どの よ うな もの で
あ っ た の で あろ うか 。
　 『地下室 』 は 5章で構成され た 短 編 で ある。主題 は 「知 らな い うちに一番 の 親友 を裏切 っ て
警察 に 売 っ て しまっ た少 年 の 話 」 で 、　「キ リス トは 、ユ ダの 失わ れ た幼年時代 に裏切 られた の
だ」。 「ジ ョ ージ ・ウ ィ リア ム ・ラ ッ セ ル の 詩 の 一節で ある こ の 言葉 に 表現 を与え た こ の 言葉の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6）
受肉体 と で も言 うべ き作 品 」 だ と い わ れて い る 。
　こ うした文芸作 品を映画化す る背景 に つ い て浅沼 圭司氏は 「1900年代 の 初期に、映画の 題材
を変化 に富ん だ もの に し、その 上映画 の 社会的地位 を高め教養ある 人 々 の 鑑 賞に も耐えられ る
もの に しよ うとい う目的で 、 文 芸 の 領域に 題材 を求め る傾 向が生 じて きた 。 人物は 明確な性格
を与 えられ、人物間の 葛藤か らひ とつ の 事件が生 じ、内的必然性 を持 っ て展開 した 事件は 、問
題の 解決 とともには っ き りと した結末 を与 えられ る。そ の 世 界は 人間や現実に 対す る鋭 い 洞察
に 裏づ けられた 世界で あ り、外的法則で は な く作者の精神 に よっ て支配 され た世 界 で ある。こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7）
っ した なか で 映画 的感性 が成立 して きた の だ 」 と。こ の 『地下 室 』 と い う小説 の 中に は、当然
の こ となが ら、人間の 明確 な性格 と人物間の 葛藤 と内的必 然性 を持 っ た 事件展開 、 人間や現実
に対す る鋭 い 洞察力 に よる描写が ある 。 リー ドの 猟犬 に もにた嗅覚が 、そうした もの の 中に 「映
　 　 　 　 　 　 ｛s）
画的感性の 成立 」 の 可能性 をみた の で は あるま い か 。 リー ドは こ れらを素材 とし て 、映画的 に
所有 し、小説 を で き終 っ た もの として で は な く彼 の 感性に よ っ て完成 しようとした の だ と思 う。
　前述 の ように、こ の 小説の核心 は
「Let　grown −up 　people　keep　to　their　world 　and 　he　would
keep　to　his，　safe 　in　the　small 　garden 　between　the　plane　trees ． ‘ln　the　lost　childhood 　of
Judas　Christ　was 　betrayed’ ； you 　could 　almost 　see　the　small 　unformed 　face　hardening　into
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）
the　deep　dilettante　selfishness 　of　age ．1 で あり、 「人 間には誰に で も 『失われ た時代 』 が あ
る 。 そ して その 幼年 時代 が そ の 人 間の 生涯 を決定的に支配する と い う思想は、　 『人間は 黒 か 白
か で は な くて 、黒 か 灰色な の だ 』 と い う入間の 実存に関す る救 い の ない 認識 と結 び つ い て、彼
の 長編小説にお ける 『追われ る人 』 と い うパ ターン を作 りだ した。彼 の 長編 小説の 主人公は、
多くの 場合 に現実の 自分 とは違 っ た もう一人の 内なる 自分 、言 い か えれば 『失われ た幼年 時代 』
に追われ るの で ある。彼 の 短編小説 の 主題 が 、した が っ て しば しば幼年時代の 体験に向け られ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1o）
て い る の は容易 に理解 される と こ ろで ある 」 とい う。こ こ で は小説の 解題 とい う見地 か らで は
な く、 リー ドが 目指 した 「映画的感性の 成立 」 とい う視点に た っ て こ の 小説 を追跡 してみ た い 。
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合 田 ； 『地 下 室 』
一
小 説 と映 画
一
Chapter　1
　　　When 　the　front　door　had　shut 　them 　out 　and 　the　butler　Baines　had　turned　back　into　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （lo
dark　heavy　hal1，　Philip　began　to　live．
　両親が 二 週 間の休暇 に出か けた直後 、フ ィ リ ッ プ は 「は じめて 人生 を知 っ た 」 と い う。 少年
が 人生 を知 る とは 、 どの よ うな こ とな の で あろ うか 。 興 味ふ か い 展 開を予想 させ る書 きだ しで
ある 。
　　　Philip　Lane 　went 　downstairs　and 　pushed 　at　the　baize　door； he　looked　into　the　pantry，
but　Baines　was 　not 　there； then　he　set　foot　for　the　first　 ime　on 　the　stairs　to　the　basement．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔12）
Again　he　had　the　sense ：　this　is　life．
　表題 の 「地下室」 が 出て きて、彼が生 まれて 始め て い く場所で あ り、その行為が 「こ れが 人
生 」 なの だ と、また して も感 じる の で ある 。
　　　Something　broke　downstairs，　and 　Philip　sadly 　mounted 　the　stairs 　to　the　nursery ．　 He
pitied　Baines； it　occurred 　to　him　how 　happily　they　coUld 　live　together　in　the　empty 　house
if　Mrs　Baines　were 　called 　away ．　 He 　didn’t　want 　to　play　with 　his　Meccano　sets ； he
wouldn ’t　take　out 　his　train　or 　his　soldiers ； he　sat 　at　the　table　with 　his　chin 　on 　his　hands ：
　　　　　　　　（13）
this　is　life．
　　召使夫妻の ベ イン ズ とベ イン ズ 夫人 の 登場となる。もの の 壊 れ る音で 、夫妻の 不仲 を察知 し、
ベ イ ン ズに同情 し、ベ イ ン ズ 夫人が 用事 で い な くな っ た ら、どん な に楽 し く暮らせ る こ とだ ろ
うと思、う。
　　　Again　he　felt　 responsibility ，　 Baines　had　looked　forward　to　this，　and 　 Baines　was
disappointed： everything 　was 　being　spoilt ，　 The　sensation 　of 　disappointment　was 　one
which 　Philip　could 　share ； knowing　 nothing 　 of　 love　 or　jealousy　 or 　passion　 he　could
understand 　better　than　anyone 　this　grief，　something 　hoped　for　not 　happening，　soInething
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I4
promised 　not 　fulfilled，　something 　exciting 　turning　dull．
　　ベ イン ズ夫妻の 不仲を察知す る こ とに よ り、 「ベ イ ン ズ に 対する責任 」と い う感情が フ ィ リ ッ
プに 生 まれ る 。 愛とか、嫉妬 とか、情熱 とか に つ い て は なに も知 らない の だ が 、ベ イ ン ズ に 対
す る同情心が 責任感 を拡大する 。
　　　
‘Why 　shouldn ’t　I　go　for　a　walk ？
’ But　he　weakened ； he　was 　scared 　and 　ashamed 　of
being　scared ．　 This　was 　life； astrange 　passion　he　couldn
’t　understand 　moving 　in　the
basement　room ．　 He 　saw 　a　small 　pile　of 　broken　glass　swept 　into　a　corner 　by　a　waste ・paper
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　　地 下室の 中の ガ ラ ス の か けらの 小 さ く掃 きよせ られた 山が あ っ た。彼 には理解で きな い 異様
な融情が 動 い て い る こ と を知 る 。 「人生 」、その 未知 との 遭遇 は ます ます厳 しさ を累増する よ う
で ある。
　　　So　he　wouldn





　as　he　loQked　this　way 　and 　that　way ，　it　was 　life　he　was 　in　the
　　　　　　　 （16）
middle 　of ．
　薄暗 い 家の 中か ら出て 、あら た め て 入 り込む べ きで は なか っ た 『地 下 室』、 大人 の 世 界の ど真
ん 中に い る自分 を意識する 。
Chapter　2
　　　Philip　was 　inquisitive　and 　he　did　not 　understand 　and 　he　wanted 　to　know ．　 He 　went 　and




and 　pressed　and 　moulded ．　 He 　would 　never 　escape
that　scene ．　 In　 a　 week 　 he　had　forgotten　it； but　 it　 conditioned 　 his　 career ，　the　 long
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （17＞
austerity 　of　his　life； when 　he　was 　dying　he　said ： ‘Who 　is　she 　P’
　　第一章で遭遇 した人生体験 は第二 章で ますますその 加速度 を増すこ とに なる。なん の こ とや
ら訳 の わ か らな い ままに 、好奇心が また もや 決定的な 人生体験 をさせ る 。 他 人 の 生活が 彼に 触
れ 、 生 涯逃 れ られぬ もの とな り、彼の あ じきない 一生 を決定する 。
　　　He 　got　up 　and 　paid　the　bill　and 　out 　they 　went 　into　the　street．　 Baines　said ，
‘I　don’t














　ベ イ ン ズ と女性 との 出会 い を目撃 した こ とが さらに フ ィ リッ プの 負担 をます 。 ベ イン ズ は、
こ の こ とに つ い てベ イ ン ズ 夫人 へ の 言及 を控 える ようさ りげな く要請す る。と うとう彼は他人
の秘 の 暗闇に は まり込 ん で しまう。
　　　On　the　nursery 　table　he　found　his　supper 　laid　out ： aglass 　of 　milk 　and 　a　piece　of　bread
and 　butter，　a　sweet 　biscuit，　and 　a　little　cold 　Queen’s　pudding 　without 　the　meringue ，　 He
had　no 　appetite ； he　strained 　his　ears 　for　Mrs ．　Baines’s　coming ，　for　the　sound 　of　voices ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛19＞
but　the　basement　held　its　secrets ； the　green 　baize　door　shut 　off 　that　world ．
　　『地 下室』 は秘密を隠 した まま、緑色の ラ シ ャ 張 りの ドアが その世 界を遮 断して い る。そ の
静寂は 、 まさ し く嵐の 前 の 静け さ と も言える 。
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‘Don’t　tell　lies　−to　me ，　Master　Philip．　 I　won ’t　st．and 　for　it　any 　more 　than 　your　father
would ，’
　　　
‘1　didn’t，’ Philip　said ， ‘They　gave　it　me ．　 I　mean 　Bairfes，’ but　she 　had　pounced 　on 　the
word
‘they’．　 She　had　got　what 　she 　wanted ； there　was 　no 　doubt　about 　that，　even 　when
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 （20）
you 　didn’t　know 　what 　it　was 　she　wanted ．
　化粧 品 の ビ ン が な くな っ た こ とに端 を発 して 、ベ イン ズ夫人の 追求 が 始 まる 。 彼の 洋服の 襟
の 折 り返 しへ 、 そ の 指が 目に もとまら ぬ 速 さ で 伸び ピ ン ク色の 砂糖の 小 さなか け ら を拾 い だ
す 。 弁解の なか で 彼は お もわ ず 「あの ひ とたちが くれ た んだ よ」 と。ベ イ ン ズ との 信頼 関係の
破綻の 第一歩 とな り、心理的負担が増幅 され る。
　　　
‘Why 　Sheuldn’t　she　？’ he　said ，　the　responsibility 　for　Baines　weighing 　on 　his　spirit ，　the
idea　that　he　had　got　to　keep　her　secret 　when 　he　hadn
’t　kept　Baines’s　making 　him　miserable
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 〔21〕
with 　the　unfairness 　of 　life．
　ベ イ ン ズ との 秘密保持に くわ えて 、 ベ イ ン ズ 夫人 も彼女 自身が 事実確認 をした こ と に 対する
秘密保持をあた ワまえ の ご と く彼 に要求す る 。 ベ イン ズ に 対する責任感が彼の 心 を圧 迫 した 。
ベ イン ズ の 秘密 を守れ な か っ た に もか か わ らず、さ らに 夫人 の 秘密 をも守 らなけれ ばな らない




have 　nothing 　to　do　with 　their　secrets
，
　the　responsibilities　they 　were 　determined　to　lay　on
him，　 He 　was 　only 　anxious 　to　forget．　 He 　had　received 　already 　a　larger　dose　of 　life　than
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 （22 ｝
he　had　bargained　for，　 and 　he　was 　scared ．
　　彼は 自分 が 望ん だ よりず っ と余分 に 人生 を味 わ うの だ が 、そ の 急転 回に辟易 して彼 らが 押 し







’ But　he　wouldn ’t　open 　it． ‘You 　bet　she ’s　coming
back．’
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　 ベ イ ン ズ夫人は母親が 危篤 との こ とで外出 してお り、エ ミーが 訪ねて くる。そ こ に手紙 が来
る 。
「あん た は あれ を知 らない んだ よ」 「何 だ っ て油 断は で きな い よ」 とい う会話の 中にベ イ ン





attbntion 　an 　example 　of　the　importance　grown −up 　people　attached 　to　the　written 　word ：
you　had　to　write 　your　thanks ，　not 　wait 　and 　speak 　them，　as　if　letters　couldn ’t　lie．　 But
Philip　knew 　better　than　that
，
　sprawling 　his　thanks　across 　a　page　to　Aunt 　Alice　who 　had
given　him　a　doll　he　was 　too　old　for．　 Letters　could 　lie　all　right ，　but　they　made 　the　lie
permanent 　： they　lay　as 　evidence 　against 　you ； they　made 　you 　meaner 　than　the　spoken
　　　　〔24｝
word ．
　　フ ィ リッ プはベ イ ン ズ が一心不乱 に 手紙 を読ん で い る の を見て 、 「手紙 に書けば絶 対嘘 はな
い とで もと思 っ て い るみ た い だ 」 とベ イ ン ズ の 甘さ を指摘、批判的で ある。その 手紙は罠で は
な い か と、子 供 ら し くな い 疑い をもつ の で ある 。
　　　He 　just　had　time　to　sigh　faintly　with 　satisfaction ，　because　this　too　perhaps　had　been
life，　before　he　slept 　and 　the　inevitable　terrors　of　sleep　came 　round 　him ： aman 　with 　a
tricolour 　hat　beat　at　the　door　Qn 　His　Majestゾs　service ，　a　bleeding　head 　lay　on 　the　kitchen
table　in　a 　basket
，
　 and 　the　Siberian　wolves 　crept 　closer ．　 He 　was 　bound　hand　and 　foot　and
couldn ’t　move ； they　leapt　around 　him　breathing　heavily； he　opened 　his　eyes 　and 　saw
Mrs．　Baines　was 　there
，
　her　grey　untidy 　hair　in　threads　over 　his　face，　her　black　hat　askew ．
A 　loose　hairpin　fel1　on 　the　pillow　and 　one 　musty 　thread　brushed　his　mouth ， ‘Where 　are
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）
they　？’ she　whispered ． ‘Where 　are　they　？’
　　「明 日 の 晩 までは 帰 っ て まい りませ ん よ」 とベ イ ン ズ は上機嫌で ある e こ うした こ ともた ぶ
ん 人生 とい うもの なの だ ろうと、思 っ て フ ィ 11 ッ プ は眠 りに落 ち る 。 恐 ろ しい 夢 に襲 われて 、
目を開 くとベ イン ズ 夫人 が そ こ に い た。ヘ ヤ ピ ン が一本 はずれて枕 の 上に落ち る と、か び臭 い
髪の 毛 の 束が 彼の 口 もと をこ する 。 「グ リー ン は思想 の 具象化 、 映像化に 著 しい 手腕 を発 揮す る
〔26）









’t　deny　she ’s　here，’ Her　face　was 　simultaneous ．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合 田 ： 『地 下室』　一小 説 と映 画 一
　彼女の 顔に は残忍 さ と悲 しさが、始終 苦 しん で い る様子 が み え哀れ で ある。
　　　She　whispered ，　coming 　closer 　to　him．
‘Such　deceit． 1’11　tell　your　father．　 Pll　settle
with 　you 　myself 　when 　I’ve 　found　them ．　 You ’11　smart ； 1’ll　see 　you 　smart ．
’ Then　immedi−
ately 　she 　was 　still
，
1istening，　 A 　board　had　creaked 　on 　the　floor　below，　and 　a　moment
later，　while 　she 　stooped 　listening　above 　his　bed，　there　came 　the　whispers 　of 　two　people
who 　were 　happy　and 　sleepy 　together　after 　a 玉ong 　day，　 The　night 　light　stood 　beside　the




wavering 　in　the　glass，　age 　and 　dust　and 　nothing 　to　hope　for．
　　彼女は フ ィ リ ッ プ を脅 し、すか して彼 らの 居所を白状 させ よ うと必死 で ある。心楽 しく添 い
寝を して い る男 女の ささや きが聞 こ え 、 常夜灯 が鏡を照 ら し、 苦 い 思 い をか み しめ て い る夫人
の 姿を鏡 に 映 しだす 。 その 姿 には老 い と塵労 と絶望が 見 られ る 。 泣 く様子 か ら判断する と 、 そ
の 残忍 さは虚勢の 篝火 と思、われ る。
　　　She　went 　out　of　the　door　on 　tiptoe，　feeling　her　way 　across 　the　landing，　going　so　softly
down　the　stairs　that　no 　one 　behind　a　shut 　door　could 　hear　her．　 Then 　there　was 　complete
silence 　again ； Philip　could 　move ； he　raised 　his　knees； he　sat　up 　in　bed； he　wanted 　to
die．　 It　wasn ’t　fair，　the　walls 　were 　down 　again 　between　his　world 　and 　theirs； but　this
time　it　was 　something 　worse 　than　merriment 　that　the　grown 　people　made 　him　share ； a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔29）
passion　moved 　in　the　house　he　recognized 　but　could 　not 　understand ．
　　恐怖で が ん じが らめ にな っ た フ ィ リ ッ プ は よ うや く動 き始め る こ とが で きる。大人 た ち が彼




　but　he　owed 　Baines　everything 　： the　Zoo
，
　the　ginger　pop，　the　bus　ride
home ．　 Even　the　supper 　called 　on 　his　loyalty．　 But　he　was 　frightened； he　was 　touching
something 　 he　 touched　 in　 dreams： the　 bleeding　head，　the　 wolves ，　the　 knock，　knock，
knock，　 Life　fell　on 　him　with 　savagery ： you　couldn
’t　blame　him　if　he　never 　faced　it　again
　　　　　　　　　　　（3 
1n 　slxty 　yearS ．
　　彼 はベ イ ン ズ に い ろ い ろ世話 にな っ て お り義理を感 ヒて い る 。 夢の 中で 触れて い る もの に彼
は現実 に触れ て お り、そ の 人 生 の 凄 じさ に 怯 え て 彼 の 心 情は 変化 しつ つ ある。．
　　　Age　and 　dust　and 　nothing 　to　hope　for　were 　her　handicaps．　 She　went 　over 　the　banisters
in　a　flurry　of　black　clothes 　and 　fell　into　the　hall；　she 】ay 　before　the　front　door　like　a　sack
of　coals 　which 　should 　have　gone 　down 　the　area 　into　the　basement．　 Philip　saw ； Emmy
saw ； she 　sat 　down 　suddenly 　in　the　doorway　of　the　best　spare 　bedroom　with 　her　eyes 　open
　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 （31）
as 　if　she 　were 　too 　tired　to　stand 　any 　longer．　 Baines　went 　slowly 　down 　into　the　hall．
　　こ こ に至 っ て 決定的な事件が 発生 する 。 老 い と塵労 と希望 の な さ とが 彼女の ハ ン ディ キ ャ ッ
プ だ っ た 。 彼女は手す りか らすべ っ て 玄関へ 落 ちる。そ の さまは投げ捨て られ た石炭袋の よ う
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で あ る 。 目撃者は三 人 。 フ x リッ プ も、エ ミーも、当然の こ となが ら、ベ イン ズ も見る。
　　　It　wasn
’t　hard　for　Philip　to　escape ； they
’d　forgotten　him　completely ； he　went 　down
the　back，　the　servants ’　stairs ，　because　Mrs．　Baines　was 　in　the　hal1； he　didn’t　underStand
what 　she 　was 　doing　lying　there ； like　the　startling 　pictures　in　a 　book　no 　one 　had　read 　to
him ，　the　things　he　didn’t　understand 　terrified　him．　 The　whole 　house　had　been　turned　over
to　the　grown −up 　world ； he　wasn
’t　safe 　in　the　night −nursery ； their　passions 　had　flooded
it．　 The　only 　thing　he　could 　do　was 　to　get　away ，　by　the　back　stairs ，　and 　up 　through 　the
area
，
　 and 　never 　come 　back．　 You 　didn’t　think　of　the　cold，　of　the　need 　of　food　and 　sleep ；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （32）
for　an 　hour　it　would 　seem 　quite　possible　to　escape 　from　people　for　ever ．
　　まだ 人に読んで もらっ た こ との な い 本 の 中の 恐ろ しい 挿絵 の よ うに、わけの わか らない さ ま
ざまな事件が彼 を怯 えさせ る。 家全体 が大人た ちの 激情の 世界になる 。 紛乱す る事 態が彼の 存
在 を希薄に し、家か ら抜け 出すこ とを容易 にする 。
　　　He 　sidled　past　a　constable 　who 　was 　directing　traffic，　but　he　was 　too　busy　to　pay　him
any 　attention ．　 Philip　sat　dowh　against 　a　wall 　and 　cried ．
　　　It　hadn




　to　show 　you 　were 　beaten　and 　accept 　kindness＿
　家の 外の 夜は まだ 浅 く、孤独で 、夜の 人 々 はみ な彼の 存在 に無関心で ある。激情の 世 界 を抜
け出た もの の 、途方 に暮れて、塀に よ りか か っ て座 り込 み、声 を立て て泣 く。こ．れが彼に と っ
て 一番や さ しい 方法 だ っ た の で ある。彼は警官 に保護 を授 けて もら う。
Chapter　5
　　　










‘This　Mr ．　Baines，’　the　constable 　said 　to　Philip，‘you 　like　him，　eh 　？’ They　were 　trying
to　get　something 　out　of　him ； he　was 　suspicious 　of　the　whole 　roomful 　of 　them ； he　said
‘
yes
’ without 　conviction 　because　he　was 　afraid 　at　any 　moment 　of　more 　responsibilities ，
　　　　　　　　　　〔34）
more 　secrets ．
　　警官 た ち が あれ こ れ尋 問 して い る最中にベ イ ン ズ か ら事故発 生 の 電話が あ り、フ ィ リ ッ プ の
身元 と 、 家を飛 び出 した理由が、真相 は ともか く漠然 と理解 され る。．巡査が彼 の 怯 えの 真相 を
知ろ うとす るが 、大人た ちがお しつ けて きた責任 とか、秘密 とか をまた押 しつ けられる こ とを
絶 えず恐 れ て い る 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合 田 ： 『地 下 室 』 一小 説 と映 画 一
　　　The 　light　was 　on 　in　the　basement ，　and 　to　his　relief 　the　constable 　made 　for　the　area
steps ．　 Perhaps　he　wouldn ’t　have　to　see 　Mrs ．　Baines　at 　all．　 The　constable 　knocked 　on 　the
door　because　it　was 　too　dark　to　see　the　beU　and 　Baines　answered ．　 He 　stood 　there
．
in　the
doorway　of 　the　neat 　bright　basement　roorn 　and 　you 　could 　see　the　sad 　coinplacent 　plausible




　　『地下室』 に明 か りが つ い て い る 。 ベ イ ン ズ 夫 人 には顔 を合わ せ た くなか っ た の で 、巡査 が
地 下 室の前庭 へ 降 りる石 段 の 方へ 進ん で い っ た こ とに ホ ッ とする 。 フ ィ リッ プ が巡査 と連れ 立
っ て 、こ の ように帰宅す る と は 夢想だ に しな か っ た こ とで ある。ベ イ ン ズは今 まで 用意 した 弁
解用 の セ リフ が音を立 てて 崩れ落 ちる の を自覚する。
　　　Philip　could 　tell　that　there　was 　a　message 　he　was 　trying　to　convey ，　but　he　shut 　his
mind 　to　it．　 He 　loved　Baines
，
　 but　Baines　had　involved　him　in　secrets ，　in　fears　he　didn’t
understand ．　 The　glowing 　morning 　thought
‘This　is　life’　had　become　under 　・Baines’s　tuition
the　repugnant 　memory ，
‘That　was 　life’； the　musty 　hair　acrolis 　the　mouth ，　the　breathless
cruel　tortured　inquiry‘Where 　are 　they ？’ The　heap　of　black　cotton ．tipped　into　the　hall．
That　was 　 what 　happened　when 　you　loved： you 　gQt　 involved； and 　Philip　 extricated
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （36）
himself　from　life，　 from　love，　from 　Baines　with 　a　merciless 　egotism ．
　ベ イ ン ズ を愛して い る の に、そ の 彼 が なん だ か 分 か らな い 恐怖の 中に 引 きず り込 ん だ の で あ
る 。 つ まり人を愛す ると、こ うい うこ とが起 こ り、 巻 きそ えを くう。 こ こ で彼は情 け容赦 もな
い 自己本位 め気持 ち に駆 られて、愛 を、人生 を、ベ イ ン ズ を振 り棄て る 。 グ リーン は こ れ を軍




’t　risk 　the　rearguard 　for　their　sake ； awhole 　prolonged 　retreat 　from
　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　 ｛37）




’Baines　said ．　 He 　nodded 　at　the　door，　moistened 　his　mouth ，　 kept
his　eyes 　 on 　 Philip，　begging　 for　something 　like　a 　dog　you　 can
’t　 understand ． ‘There’s
nothing 　to　be　done．　 She　slipped 　on 　those　stone 　basement　stairs．　 I　was 　in　here．　 I　heard
her　falL’　He 珊ouldn
’





‘He 　can ’t　have 　done．　 I　thought　he　was 　in　bed．’
　　ベ イン ズ は彼の 決意 を知 らず に、犬が訳の わか らぬ 懇願 を して い る ときの よ うに、な に ご と
か をフ ィ リッ プ に 懇願 し て い た 。 ベ イン ズ は
「 どうしようもあ りませ ん。あれ は地下室の こ の
石 の 階段か らすべ り落 ちたんで す。わた しは こ こ に お りました 。 あれの 落 ちる音が 聞 こ えまし
た 」 と事実 に反す る発言をす る 。
「
こ の 子 は なにか 見ま したか 」 とい う巡査 の 質問に対し、「見
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た はずは ご ざい ませ ん。ぼ っ ち ゃ んは寝床に は い っ て お られ る もの とばか り思 っ て い ま した 」
と答える 。
　　
‘No ，’ Philip　said ，
‘




　　The 　constable 　turned　on 　them 　quickly．　




‘She ’s　in　the　hall，’ Philip　said ． ‘I　know 　she ’s　in　the　hall．　 She’s　dead， 1　won ’t　see 　her．’
　　
‘You 　moved 　her　 then 　？’ the　constable 　said　to　Baines． ‘All　 the　way 　down 　here　？’
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔39）
You ’ve 　been　］ying ，　eh 　P　 That　means 　you　had　to　tidy　up ； ＿Were 　you 　alone ？
　ベ イ ン ズ は 「わ た しは あれ を一寸だ っ て 動か しは しませ ん 」 とい っ て、フ ィ リ ッ プ に玄関 を
通 っ て 二 階に 行 くよ うに、また犬 の ように無言で 嘆願する 。 ベ イ ン ズ夫人 が玄 関に横たわ っ て
い る と思 い こ ん で い る彼 はそこ を通 る こ とを拒 否する 。 そ して決定的 な発言 をす る 。 「おば さん
を見 る の 、い や だ 」。 だ め押しの発言が つ づ く。「ぼ く、知 っ て い ます、お ば さん が玄関に い る





‘Emmy ，’ He 　wasn ’t　going　to　keep　any 　more 　secrets ： he　was
going　to　finish　once 　and 　for　all　with 　everything ，　with 　Baines　and 　Mrs ．　Baines　and 　the
growr1−up 　life　beyond　him ； it　wasn ’t　his　business　 and 　never ，　never 　again ，　he　decided，
would 　he　share 　their　confidences 　and 　companionship ． ‘lt　was 　all　Emmy ’s　 fault
，
’he
protested　with 　a　quaver　which 　remindOd 　Baines　that　after 　all　he　was 　only 　a　child ； it　had
been　hopeless　to　expect 　help　there； he　was 　a　child ； he　didn’t　understand 　what 　it　all
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔4 
meant ； he　couldn ’t　read 　this　shorthand 　of　terror；
　「エ ミーが い た んです 。 エ ミーが 」。 フ ィ リッ プ は こ れ を限 りに、 きれ い さ っ ぱ りあらゆ る も
の と手 を切ろ うとして い る。ベ イ ン ズ は疲れ切 っ て冷静 な判断がで きな い 。あれ がみ ん な ど う
い う意味 を持 っ て い る の か 、わか らな い 子供に過剰な期待 を した ため、こ の 恐怖の 信号 を判読
で きず、致命的な過 ちを犯 すの で ある。
　こ の ように考究 して み る と、短編小説 と い う性格か らか、さなが らジ ェ ッ ト戦闘機が短 い 滑
走路 を滑 り出し （第一章〉、上昇 に （第二 章）、上昇 を重ね る （第三 章）、過 酷な上昇に 耐えか ね
て 機体が 金属疲労 を引 き起 こ し （第四章）、 空 中分解 に 至 る （第五 章）と い うよ うな こ とを連想
させ る 。 物語の 展開が 早 い 。 登場人物、とりわけ年端 もゆかぬ 少年が 大人の 世界 と い う巨大 な
迷路で右往左往 する。彼の 運命を支配す るベ イ ン ズ 夫妻の 性格が ある。それが彼 に ど の ような
影響 をお よぼ すの か 、彼が ど うな る の か と い うサ ス ペ ン スが生 じる 。 グ リー ン の 小説作法に っ
い てエ ドモ ン ド ・ウィル ソ ン は 「単 なるバ ズ ル の 組み 合わ せ で は な く、読者に直接伝 わ っ て く
る不安感 で ある。小説 を成功 させ るため に は、人物や 事件を創 り出 し、雰 囲気 を生 み 出す才能
　 　 （41〕
が ある」 とい う。 感 じやす い 少年の 心理の 動揺か ら大人 の 予測で きな い 行為行動が 生 まれる。
分 別 と い うもの が欠け る と こ ろか らそ れ は短 絡的で あ り、自己本位 なと こ ろが ある こ とは い う
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　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 合 田 ： 『地 下 室 』 一小 説 と映画 一
まで もない 。 こ の ように グ リー ン は登 場人物 に明確な性格 をあた えてお り、それらの 人物間の
葛藤か らひ とつ の 事件が 生 じ、内的必 然性 を持 っ て 展開する。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （42）
　ジ ェ イム ズ ・サ ン ドー は 『密使』 の 筋 の 運 び に 触れて 「思索的な深 さ、知的な恐怖の 分析 、
人間の 利己主義の 仮借な い 暴露、 D の 人間 と自己へ の 悲 し い 不信 とい っ た点に お い て 光彩 を放
　 （43）
つ 」 と い う。こ の 『地下室 』 の 筋の 運 び に お い て もこ の 言葉が 当て は まる。ベ イ ン ズ は そ の 内
的必然性 を読め ず窮地 に 立 つ こ とになる 。 内的必 然性 を人生経験の 深か らぬ子供 が所有し 、 一
人 の 大人 の 生殺与奪の権 を握 っ て い る物語は、 い か に も映画作家の 興 をそ そる もの で は なか っ
た だ ろ うか。グリーン は さ きに 述べ た よ うに、映画化 に協力 して もら い た い と 、 い わ れた とき
驚 い た とい う。 主題 が映画 に向か ない と思 っ て い たか らで ある 。 なる ほ ど主題 は地味で、人 口
に膾炙 しな い 物語 で あるか もしれ ない 。しか し、こ れ まで に見て きた もの の 中に映 画作家の 「映
画的感性 」 を刺激する もの が 多々 ある こ とは事実で ある 。
　第三 章か ら第四章 に か けて 、「『二 十一の 短編 』 を明 らか に支 えて い た あの 映像的視覚的な、
　 　 　 　 　 （44）
強烈な魅力 」 と、い われ るも の が横溢す るばか りで な く、サ ス ペ ン ス の 加速度的醸成 が 見事で
ある 。 まさ しくグ IJ　一 ン の 潜在意識下 の 映像的表現力が 湧出 して とどまる こ とが な い 。 こ うし
た中に 「罠 」 と して の 手紙が 出て くる 。 こ の さ りげない 小道具が 、リー ド独 特の 「映画的感性 」
に よっ て ひ とひ ね りされ る の だが、将来、それ が大 きな意味 と存在感 を示 す可能性 を持 っ もの
に変身 しよ うとは 夢想だ に しない 。
　第三章の 「ヘ ヤ ピ ン が は ずれ て枕の 上 に落 ちる と、か び 臭 い 髪の 毛 の 束が彼 の 口 元 をこ す っ
た 」 の くだ りは恐怖感が た ちこめ、読者は その 緊迫感 に鋭 く肌を突き刺され る。
　第四章の 「常夜灯が鏡 の そば に立 っ て い た の で、ベ イン ズ の 細君 は苦 い 思 い をかみ しめ なが
ら、それに 映 る 自分 の 姿 を見る こ とがで きる 」 と、自分 の 幽鬼よ うな顔 を見せ て 、すす り泣か
せ る。それ に よ っ て 自己 の 行為 を確認 させ る、透徹 な残酷 さで ある。
　 「鏡 」 は 映画制作に お ける 「映 画 の 文 法」 の 中の ひ とつ で あ り、映画作家たち に よ っ て よく
使われ るもの で ある 。 「鏡 」 に つ い て 、ダニ エ ル ・ア リ ホ ン は 「鏡は い つ も映画作家た ちを魅了
して きた。映画作家た ちは、二 つ の マ ス ター ・シ ョ ッ トを平 行 に 編集 して 使 うと い うね らい の
もとに一枚、二 枚 、ある い は それ以上の 鏡 を、さまざ まな効果 の 驚 くべ き陳列物 として とり入
れて きた 。 最 も一般的に使 われ て い る効果は、鏡を一枚 だけ使 うとい うや り方で あ りそ の 位置
に は 二 人の 人物 との 関連に 応 じて 、人物 の 背後 ・中間 ・側面 の 三 つ の キー ・ポ ジ シ ョ ン で ある 。
た とえば 、 鏡が 演 技者た ち の 背後 に ある場合、最初 の シ ョ ッ トで、人物の 一人 は鏡 を背 に し
て画面の 全景 に い る 。 一方、第二 の 人物 は画面外 に い る に もか か わ らず、鏡 に 姿が 映 っ て い
　 ｛45）　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 ’
る」 と い う。こ の ような映画の 文 法に つ い て グ リー ン は
厂
あらゆ る映画 の 文法 を一 モ ン タージ
ュ や カ メ ラ ・ア イの 効果など、視覚的な技法 を十分知 り尽 くして 、 それを 自由自在 に使 っ て い
る。だか ら彼 の ほ とん どすべ てが 映画化 され た とい うの も、必 ず しも彼が 人気作家だか らとい
う理 由だけに よる もの で はな く、作 品それ自体 の うちに 映像的要素が 多く含 まれ て い たか らで
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　 　 　 （46）
あろ う」 とい われる が 、こ の 場面は グ リー ン の 映像的手法の
一端 を示 す もの と い える 。 こ の 場
面 の 「鏡 」 に は 自分 自身の 姿を映 し出 し行為行動の 自己反省 を促す と い う意味 もある 。 そこ に
グ リー ン の 宗教的に奥行 きの 深 い 思索が 、彼の 手に か か る と優れ て 視覚的な映像 となる 。 また
グリー ン の 作 品に は 「追 うもの と追わ れる もの とが気ぜ わ し く呼吸 し 、 あるい は呼吸 を凍 らせ
て い る 。 そ こ に愛や友情や欲望や犯 罪の 交錯す る中に、人間存在の 光 の部分 、闇の 部分 が 切 々
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （47）
と露呈 され て い くの で ある 」 と。 「ベ イ ン ズ とベ イ ン ズ夫人が 気ぜ わ し く呼吸 し、ベ イ ン ズ が 呼
吸 を凍 らせ て い る」 とい うグリー ン の 作品に見受 ける特徴的 な場面 と い え る。
　 第五章で は ベ イ ン ズ との 信頼関係 の 崩壊に い た る心理 的葛藤が、心理 的に動揺 しや す い 少年
で あるが ゆ えに、読者 の 緊張感 を高め る。 こ うした物語 の 多くは大人 と大人 、 男 と女 が一般的
で ある 。 大人の 世 界 に入 り込 んだ少年 と大人 との 物語 は あるに して もさ ほ ど多くはな い 。 くわ
えて、特異な性格 を持 っ た少年 を中心 と した こ の 物語 は、 リー ドの 作風か ら見て、彼 に とっ て
は垂涎 の 的 とも言 うべ きもの と推察する 。 確か に 向 こ うに 回 して不足 の な い 物語 で あろ うが 、
主役が少 年で あ るが ため に映画的処理 の 難 しさは小説作法の それ を超える もの が ある 。 垂涎の
もの で あ っ た か ど うか は揣摩憶測に過 ぎず、それ を傍証する 関係資料 とて な い の だ が 、映画
『落
ちた偶像』 を見る と き、立 証され るの で はない だ ろ うか。
3　 映画 『落 ちた 偶像』
　1950年代は外国映画の 全盛時代 で あ っ て、名作、話題 作 に こ とか か ない年代で あ り、40数年
を経 た今 もなお何 か と話題 に あが る、燦然 と輝 く栄光 の 時代 で あ っ た 。
『落 ち た 偶像 』が 公 開さ
れた1953年 （昭和28年）は と りわ け豊饒 の 年で あっ た と い っ て も過言で はな い 。ち なみ に こ の
年公開 され た もの をベ ス ト・テ ン 上位 か ら並 べ て み る と、「1，禁 じられた遊び 　2．ライム ライ
ト　 3．探偵物語　4．落ち た偶像 　5．終着駅　6．静 か なる男　 7．シ ェ ー ン　 8．文化果つ る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （48｝
と こ ろ　9．忘れ られ た 人々 　 10．超音 ジ ェ ッ ト機 」 となる 。 リー ドの作 品が 二 本、『落 ちた 偶
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （49）
像 』 と 『文化果 つ る と こ ろ』 が上位 を占め 、さ らに、1952年度の 『第三 の 男 』 （二 位）1951年 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔50｝
『邪魔者は殺せ 』 （5位）の 活躍ぷ りを見る と き、こ の 三 年間が 飛ぶ 鳥 を落 とす勢 い の 全盛時代
で あっ た こ とに異論 をはさむもの は な い だ ろ う。 輸入 の 関係 で 「第三 の 男 』 と 『落 ちた偶像 』
は 前後 して い るが、制作年度は 『落 ちた偶像 』 が 先で ある。こ れ は名作 と い わ れ る 『第三 の 男』
に至 る過 程 と して 『落ち た偶像』 はグ リーン に とっ て も、 リー ドに とっ て も極め て 重要な、意
味深い 作品 とい える。
　映画作家 リー ドの 演出の 特徴につ い て、双葉十 三 四 郎氏は 「雰囲気の 醸成 とそれ に伴 うサ ス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔51）
ペ ン ス の 醸成 も的確で ある 」 とい う。また ヒ ッ チ コ ッ ク と比較 して 、「ヒ ッ チ コ ッ クが 観客の 心
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （52）
理 を利用 した ケ レ ン でサ ス ペ ン ス を構成するこ とを得意に して い るの に 対 しこ の 作品の リ
ー ド
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （53｝
は あくまで 正攻法に よっ て 押 し、息づ まる シチュ エ ーシ ョ ン を構成 して い る こ とに注 目 した い 」
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　合 田 ： 『地 下室 』 一小 説 と映 画一
と。津村秀夫氏は 「『第三 の 男 』 や 『邪魔者は 殺せ 』 で見るよ うに、彼の 最 も優れ た才能は夜の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （54）
セ ン ス で あ り夜の 劇 的表現は類 を見ない もの だ 」 と評価 して い る 。
　 こ うした諸氏 の 意見 を踏 まえて 、リー ドが 小説 『地下室』 を素材 として どの ような映画的処
理 をお こ な っ た の か を考察 してみ た い 。
　 リー ドは こ の 映画の 主題 を変 えるの で ある 。
　こ れ につ い て グ リー ン は 「However 　we 　went 　ahead ，　and 　in　the　conferences 　that　ensured
the　story 　was 　quietly　changed ，　so 　that　the　subject 　no 　longer　concerned 　a　small 　boy　who
unwittingly 　betrayed　his　best　friend　to　the　police，　but　dealt　instead　with 　a　small 　boy　who
believed　that　his　friend　was 　a　murderer 　and 　nearly 　procured　his　arrest 　by　te］ling　lies　in　his
defence．　 I　think　this
，
　 especially 　with 　Reed ’s　handling，　 was 　a　good 　subject ，・　but　the　reader
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔55＞
must 　not 　be　surprised 　by　not 　finding　it　the　subject 　of 　the　original 　story 」 と述べ て い る。こ
の こ とは原作者自身が了解して い るの だか ら、驚か な い で い ただ きた い とい う。 『第三 の 男』で
も 「The　reader 　will 　notice 　many 　differences　between　the　story 　and 　the　film
，
　and 　he　should
not 　imagine　these　changes ．were 　forced　on 　an 　unwilling 　author ： as 　likely　as 　not 　they　were
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （56）
suggested 　by　the　author ．」 とあ る 。 主題の 変更 とい う極め て 重要 なこ と に 関 して 両者 の 意見が
一致 した もの で あ り、 隙間風の は い る余地 が な い こ とを示 して い る 。 「少年 が一番の 親友 を裏切
っ て警察 に売 る」 と い う主題 は、観客 の 心理 を思 うとき映 画的に は重 い 主題 と考 えた の で あろ
う。 こ こ が 小説 とい うメ デ ィ ア と映画 とい うメ デ ィ ア の 違 い とい える 。 主人公 の 少年 は 主題の
変 更に よっ て 憎 た らしい 子供に なる こ とか ら救われ 、なるほ ど子供 ら しい 行動で はな か っ たか
と共 感 をえ る こ とに なる。
　映画 『落 ちた偶像 』 で は 物語の 舞台が 変更 され る。
　こ れ につ い て グリー ン は 「Why 　was 　the　scene 　changed 　to　an 　Embassy ？ This　was 　Reed ’s
idea　since　we 　both　felt　that　the　large　Belgravia　house　was 　already 　in　these　post −war 　years
aperiod 　piece，　and 　we 　did　not 　want 　to　make 　an 　historical　film．　 I　fought　the　solution 　for
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／157
awhile 　and 　then　wholeheartedly 　concurred ，」 とある。こ の 変更は最終 章 （第五 章）の 処 理 に
お い て、大使館 とい う特殊 性 が出て物語 に メ リハ リを与 える こ と に なる。
　第一章に あ た る映 画 の 滑 り出 しは大使館 の 職 員 た ち の 動 きが機敏で ある 。 物語の 中心 となる
舞台で ある玄関ホ ール は チ ェ ス の 盤を連想 させ る升 目の 明確 なデザ イ ン で印象的で ある。観客
は い や お うなしに、それ が 何か を示唆する の だ ろ うか と想 い 、脳裏に焼 きつ け られ る 。 玄関ホ
ール か らの プ ライベ ー ト ・ゾー ン （二 階 ・三階 〕 へ の 幅 広 い 階段は枯 れ草模様 の 手摺を もち 、
三 階部分 の それ は ス トレ ー トな棒状の もの で ある。カ メ ラが 上か ら、こ の ホール をなめ るよう
に映す。っ ぎに下か ら二 階、三階 へ と の ぼ っ て い く 。 これが 「物語 の 舞台だ よ」 と 、 強 調表現
的な カ メ ラ ・ワー クで ある 。
　少年の 顔が ズーム ・ア ッ プ され、画面 い っ ぽ い に 大写 しとなる 。 小説に な い ヘ ビが登場す る。
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こ れ に つ い て は 「The 　snake 　was 　mine （I　have　always 　liked　snakes ），and 　for　a　short 　while
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （58）
it　met 　with 　Reed ’s　sympathetic 　opposition ．」 とあるが 、 ヘ ビ とい う動物の もつ 性格的な もの 、
また世 間一般 の ヘ ビ とい うもの に対す る先入観 に よ っ て何 か不吉 なこ とを連想 さ せ られ る観
客、その 深層心理 を踏 まえた もの と考察す る 。 の ちに ベ イン ズ夫人に よるヘ ビ の 処 分 は い や が
うえに もフ ィ リ ッ プ の彼女 に対する憎悪を い や 増す こ と とな る 。 物語の 主要人物で あるベ イン
ズ夫妻は小説の 中で の や りと りと同様 に、ベ イン ズ夫人 の 職務忠実型か らで る意地の 悪 さ とか、
妥協の なさ とい うもの が、フ ィ リッ プ やベ イ ン ズ との 会話の 中で、さらに小説に はみ られ ない
女性掃 除人 を登場させ 、彼女 ら との や りと りの なか で そ の 性格 を強調する 。 こ うした女性の 登
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （59）
場 は 映画 『レ ベ ッ カ 』 の デ ン ヴ ァース 夫人 を彷彿 と思 い 出 させ る よ うな 「イギ リス 的悪女 」 で
物語 を引き締め る 。
　フ ィ リッ プ が ベ イ ン ズ とその 恋人の 出会 い の 目撃者 とな る。映画では 子供が事件の 目撃者 と
なる もの は 多い 。 子供 と大人 と、その 心理 の綾 の 大 きな差 異が 映像的要素で あ り、 サ ス ペ ン ス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （60）
を生 む 。 近年、アー ミ ッ シ ュ の 少年が 目撃者 となる 「刑事 ジ ョ ン ・ブ ッ ク　目撃者」 とい う作
品が あるが、作品全体の 中で の 少 年の か か わ り方に お い て 『落ちた偶像 』 が 数段上で ある。
　小説で はガ ラス の か けらで 、ベ イン ズ 夫妻の 不仲 を示す 。 映像で は 「地下室 」 の ドア を通 し 、
フ ィ リッ プが 階段か ら夫妻の や り取 りを盗み聞 きする。こ の構図 は見ごた えが ある 。 感じや す
い 少年の 心理 の 動揺 を斜め の構図 を多用 して表現す る 。 カ メ ラは階段 の フ ィ リッ プ の 位 置か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （61）
下 に、地下 室か ら階段 の フ ィ リ ッ プ へ と 、 「カ メ ラ と静止 した対象の あ い だ の 運動」 が あ る。 フ
ィ リ ッ プ は階段 の枯れ草模様の 鉄棚に顔 を入 れて 、 彼 らの や り取 りを見 るが 、こ れ は リー ドが
得意 とす る感情表現 の 手法である。『第三 の 男』で ゴ ン ドラが上昇する に つ れ て それ を支 える鉄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （62）
骨の 骨組みが ハ リーとマ ーチ ン ズ の 錯綜 した感情 を表現 した場面で見られた もの で ある 。 こ こ
か ら フ ィ リ ッ プが 「大人 の 世 界 」 に入 り込 み、異様な激情が動 い て い る世界で の 人生経験が 始
まる こ とを明示す る。
　つ か の 間の ベ イ ン ズ た ち の 楽園 を、 「光 」 と「影 」の コ ン トラス トに よる技巧で 表現す る。「光 」
と 「影 」 の 集合 が画面の 跳躍 を生み 、「光」 と 「影 」 が ワル ツ を踊 る。そ れ を家具 を覆 っ て い る
白 い 布 をもち い て輪 舞させ る さ まは、映像 な らで は の もの と い っ て も過 言で は ない 。嵐 の 前 の
ひ とと きの楽園 を視覚的 に表現す る 。
　ベ ィ ン ズ夫人が フ 4 リッ プ を問 い 詰め る と こ ろか ら、双葉氏 の 指摘する 「雰囲気の 醸成 とそ
れ に伴 うサ ス ペ ン ス の 醸成 」 に よっ て戦慄 を覚 える 。 こ こ は 鏡 を使用 し、カ メ ラが 正 面か ら彼
女 の顔 を写す 。 鏡 に は そ の 横顔 を写す。そ の 不気味 さは鏡 を使 うこ と で 二 面性 をもち、観客は
正 面の 夜叉 の ご と き顔、鏡 に 映 る虚脱 した 陰鬱 な顔 を見 る 。 こ の あとベ イン ズ が 下か ら夫人が
上 か ら階段 の 中央で 交差 し、さ りげな く言葉 を交わす。 さ りげな さゆ えに、ど の よ うな事態に
なるの か と、い や が上 にサ ス ペ ン ス が 醸成され る。
　第三 章 の 部分 で リー ドは小説の 中の 「手紙」 を 「電報 」 に変更す る。こ の 違 い は後 に な っ て
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そ の 変更理 由が わか る 。 フ ィ リ ッ プ はそれ を 「罠」 で は ない か と疑 い 、 一方 、 ベ イ ン ズ は無頓
着で ある 。 二 人の感 じ方の相 違が不安感を増す 。 電報の 用紙 が事件展開の 小道具 ・名脇役 とい
うよ り、む しろ大道具 と な り、大変 な役者ぷ り を発揮す る 。 観客 は こ の 時点で はそ れ を予測で
き な い の で ある 。 の ち に観客は 、 「手紙 」 か ら 「電報」 へ の 変更理 由を知 る。手紙 で は封筒が証
拠 として残 り具合が 悪 い の で ある。電報には そ うした もの が ない の で ある。 芸の 細か さ、計算
つ くと しか 言 い ようが ない 。
　物語の ピークの 瞬聞が くる 。 ロ ーソ クの 灯が ゆ らぐ。 ヘ ヤ ピ ン が 一本 、 枕元 に落 ちる。小説
で もこ の 場面 の グ リー ン の 言語表現 は グ il一ン ならで は の もの で映像 的表現 を凌駕するが 、映
像で も黒 い ヘ ヤ ピ ン が 白い シーツ に落 ちる さ まは恐怖感溢れ るもの となる。
　第四章に あた る部分 は第三 章に つ づ く物語の ピーク の 瞬間の 連続で ある 。 映像で はフ ィ リッ
プ に非常階段 を使わせ 、三 階か ら二 階 へ と降 りさせ る。 こ の ため ベ イ ン ズ夫入が ベ イン ズた ち
の部屋 を盗 み見するため 大 きな回転式の 窓か ら転落す る の を目撃で きない こ ととなる e こ の ト
リ ッ クは窓に しがみ つ い た夫人の 手が窓の 上部 に 力をか ける 。 窓は シーソーの よ うな働 きをし
夫 人を振 り落 とす。 こ うし た 発想が グ リー ン と リー ドの コ ン ビ には 多々 ある。秀逸で あ る。
　フ ィ リッ プ は家か ら脱出す る 。 当然、夜 で ある 。 津村氏の 「彼の 最 も優れた 才能 は夜の セ ン
ス で あ り夜の劇的表現 は類 を見な い もの だ 」 とい う、そ の 夜で ある。あらため て こ の 小説を第
一章か ら見てみ る と 、 第一章 （室内・日中）、 第二 章 （室内 ・室外 ともに 日中）、 第三 章 （室内・
夜）、 第四章 （室 内 ・室外 ・夜）、 第五章 （室内 ・夜）で ほ とん どが夜の 場面で あ り、彼の ホー
ム ・グラ ン ドで の ゲーム ともい える。こ の こ ともリー ドが こ の 素材に触手 を伸 ば した理 由の 一
つ で あろ う。
　第五 章の夜の場面の ホース の 散水 は事件 の 重 さ を示すバ ロ メーター とで も言 うように激 し
く、フ 411 ッ プ は夜の 街 を彷徨す る 。 グ リーン の 「追 う人」、「追われ る人 」 を リー ドは 描 い て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （63）
い く。 こ こ は
『第三 の 男 』 で ハ リー とマ ーチ ン ズ が 演 じ た 「大下 水路 」 の 前哨戦 な の で ある 。
　 こ こ まで の 映画所要時間は約 48分 で全体 の 所要時間の 約半分 と い うこ とに なる 。 リー ドは残
りの 全時間を第五 章に投入す るの で ある。
　映画を作 り上 げる と きの 映画の 物語 の 選 択方法 の 要求 は 「物語の い くつ か の ピ ークの 瞬間だ
けが ス ク リー ン に映写 され る の で あっ て、物語の 進行 を妨げた り、ある い は新 しい 意味の ある
素材 をつ け加 えな い で きご とや ア ク シ ョ ン す べ てが物語か ら削 られ る 。 物 語の い くつ もの ピー
クの 瞬間を選択 する こ とは 時間 と運動 の 操 作を意味 す る。熟達 し た映画作 家は 、 い つ も時間を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔64）
圧縮す るか拡大する か して い る」 とい う。 小説 『地 下室 』 の それぞれの 章に ピーク の 瞬間が い
くつ か 存在 して お り、短編小説で あるため ピー クの 瞬間 の 選択 を要求 され るほ どそ の 数は 多く
ない 。 それ ゆ え時間 と運動の 操作 に お い て 原作者 との 葛藤 を避ける こ とが で きる とい う比較的
有利な条件が ある。そ の た め 時間 の 圧縮に苦慮す る必要が な く、提示 され た ピーク の 瞬 間を土
台 とした 時間の 拡大 が主た る課題 と い える 。
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　 リー ドは こ の 拡大 を第五 章 に凝集する の で ある。
　登場人物 を増員する 。 刑事が 3人、大使館貝、警察医、大使館専属医師、さ らにベ イン ズ の
恋人、エ ミー、時計 を巻 きに 来た男 に よ るウイ ッ トに 富む 妨害 。 な ど 多種 多彩 で あ り見ご た え
が ある。 変更 され た主題 の 「親友の 逮捕 を招 きそ うにな る物語」 が展開する 。 ベ イン ズ夫人の
死 に不審を もっ た警察は ベ イン ズ を追 い つ めて い く。
　前述 の 電報用紙で折 っ た紙 ピ コ ーキが階上か ら飛ば され る 。 ホ ール 上 を大 きく旋回 して 飛ぶ
様は胡蝶の 舞に似て優美で あ り、映画美を構成す る。観客は それ ぞれ の 眼 で ピ コ ウキ を追 うが、
ひ ら りと刑事の 足下 に落 ちる 。 ベ イ ン ズは表情 を殺 して い るが、 目に は驚愕が 浮か び唖然 とす
る 。 こ の よ うに物語 （第 5章）は拡大 に つ ぐ拡大で 二 転三転、息づ ま リシチュ エ ーシ ョ ン を構
成 して 間然する とこ ろが な い 。
　紙 ピ コ ウ キの 落ちた床板 の チ ェ ス 模様 は、前述の 「人間は 黒か 白で な くて 、黒か灰色 なの だ 」
とい う人間 の 実存に 関す る救い の ない 認識 と結び つ い て 、グ リー ン が 創造 した 『追われ る人 ・
ベ イ ン ズ 』 の 黒か 白か を暗示す るイメ ージ ・デザ イ ン で なか ろ うか 、と考える の で ある 。
　第一章で フ ィ リ ッ プ が ベ イ ン ズ夫人 の 行動 を観察す る場所 の 、 伏 線 として U一 ドが はめ込ん
だ 窓の 下の 足跡が事件解決の 手が か りとなる。大人 に 「 うそ つ き」 の 汚名を着せ られて無視 さ
れ る少年の 顔が大写 しとな っ て映 画は終 了する 。
　こ の 映画は映画史 の 観点か ら見 た とき、見せ 物 と して の 、娯楽 として の 映画か ら芸 術 と して
の 映画 へ の 移行 とい う潮流の 中の 作品 とい える。 芸術作品志向の 源流は 第一次大戦前後 か ら と
い われ るが 、 と りわ け第二 次 大戦後 、 ル ネ ・ク レ マ ン 、マ ル セ ル ・カ ル ネ （フ ラン ス ）、ヴ ィ ッ
トリオ ・デ ・シーカ 、フ ェ デ リコ ・フ ェ リー二 （イタ リ ア）、チ ャール ズ ・チ ャ ッ プ リン 、 エ リ
ア ・カザ ン （ア メ リカ）、 デ ヴ x ッ ド・リーン （イギ リス ）な どの 俊英映画作家 た ちが 切磋琢磨
して意欲的な作品を発表 して きた の だ が、その 時 期に （1950年 〜1960年）に制作 され た もの で
ある。こ うした時代に あ っ て、それ な りの 評価 を得 る こ とは至難 の 業で あ る の だ が 、『邪魔者 は
殺せ 』 『落 ちた 偶像 』 『第三 の 男』 を引 っ 下げて 、 リー ドはイギ リス を代表す る映 画作家とな る 。
『落ち た偶像』 が公 開され た年に は奇 しくもル ネ ・ク レ マ ン の 『禁 じられた遊び 』 とい う子供
を主役 とした 特筆すべ き名作が あ っ た 。子供の 無邪気な遊び をとお して 、 戦争の 悲惨 さ をギタ
ーに よる映画音楽 を背景 に クレ マ ン は表現する 。 屈指の 名作で あ る。 一方、こ の 『落 ちた偶像 』
は主題 が一般向 きで は な い た めか 、人気が ない ようで ある が 、 リー ドと い う達 人 の 風韻に富む
作品 で あ る 。
4　 結 塁五口口
　 「小説の 緊張感 を生み 出すもの は、物語の 素材 （筋立 て 、登場人物、設定、主題な ど）とそ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （65）
の 言葉 に よる そ の 語 りロ との 関係」 で あ る とい う。小説 「地 下室」 は十分 な素材 とグ リーン と
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い う語 り手 との 関係 に あっ て、独特の 緊張感 を生み出 して い る。こ の 小説
『地下室』 を素材 と
して 映画制作 を開始 した リー ドは 自分の 撮 影 して い る場面 と衝 突 を繰 りか えした に ち が い な
い 。その 衝突は作家グリーン との 衝突で もあ り、映画的感性 に もとつ い た 映画作家 として の姿
勢の 確立 の 闘争で もある 。 こ の 衝突が映画 の 緊張感 を生む物語 と映像の客観性 なの で ある。 リ
ー ドは 「映画的感性 」 に よっ て対象 を所有 し、その こ と に よ っ て対象を 日常的
・物理 的法則か
ら解放 し、日常生活の 中で 隠されて い た対 象の 真の 姿を露呈 させ るに至 るまで の 苦役 をこ な し
た とみ る。 浅沼圭 司氏は 「こ の ような 『映画的感性 』 、 それ は と りもなお さず 『映画的芸 術精神 』
　 　 　 　 　 　 （66〕
そ の もの で ある 」 と い う。 リー ドは 『地下 塾 を文芸 とい う芸術の 観点 か らはすで にで き上が
っ て 終 わ っ た もの で ある が 、映画の観点 か ら は 未成品 とみ な し、彼 の 映画的感性 に よっ て完成
させ た い との 願望 が あっ た の で あろ う。そ して彼自身 の 「映画的感性 」 で 対象 を所有 し 、 彼 の
所信 を映像 を通 して表現 した の で ある。 私た ちは映画作家と して の 真 の 姿 を、グリーン とい う
著名な作家に 臆する こ とな く、そ の 所信 を第五 章 の
「拡大」 の 場面に 、その 「映画的芸 術精神」
を見る こ とが で きる 。 こ うした過程 を経 た作品は、書物 の 中の 言葉 は い つ も同 じで あるに もか
か わ らず、投影 された 映像 は観客が 注意を向け るたび に、よ り中身の 濃 い 経験 を与 えて くれる。
こ うした 中に 「小説 」 と 「映画 」 の 叙述形 式の 最 も本質的な相違 を、また その 典型的 な
一例を
『落 ちた偶像』 を通 して み る の で ある e そ して 映画制作に 関 して 作家 グ レ ア ム ・グ リ
ーン と映
画作家キ ャ ロ ル ・リー ドの 間の 知的闘争の 存在に 、か ぎりな い 知的好奇心を駆 り立て られる の
で ある 。




I　know 　with 　that　particular　warmth 　of　human 　s｝・mpathy ，　the　extraordinary 　feeling　for　the
right 　face　for　the　right 　part，　the　exactitude 　of　cutting ，　and 　not 　least　important　the　power
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （67）
of　sympathizing 　with 　an 　author ’s　worries 　and 　an 　ability 　to　guide　him．」 と、 1丿一 ドに最大級
の 賛辞 を贈 っ て い る 。 彼 の リー ドにた い す る こ うした 信頼 と両 者の 知的闘争の 所産の 必然的帰
結が 映画、『第三 の 男』 で ある と考 える。 先に 指摘 した よ うに 『落ち た偶像 』 の 中の 幾 多の 場面
に 『第三 の 男 』 の 下 絵的 なもの 、フ ィ リッ プ は マ ーチ ン ズを犯 人に しそ うにな る少 年で あ り、
夜の 大使館か らの 逃亡は ハ リーの 「大下水路一で の 逃亡 で あ り、玄関 ホ
ール の シ ョ ッ トは ハ リ
ーの 住居の もの で あ り、階段 の 手す りの 枯 れ草模様の 心理 的表現 は ゴ ン ドラの 上昇の 場面の 鉄
　 　 　 　 　 　 〔68）
骨の 模様で ある。小説 『地 下室』 か ら映画
「落 ちた偶 像』 へ の 転換過程 にお ける こ うした体験
的 なもの か ら端 を発 し、小説 『第三 の 男 』 の な か に 映画的視覚的性質が 埋 め 込まれ、さまざま
な もの が昇 華 して映画 『第三 の 男 』 とい う映画 芸術 の 精 華を示 した とみ る 。 こ うした こ とか ら
小 説 『地下室』 か ら映画 『落 ちた偶像 』 へ の 転換過程に お ける両者の知 的闘争は 『第三 の 男』
に い た る前 哨戦で あ っ た と位置づ けた い の で ある．
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